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スナップおおたわら

平成 28 年度市政懇談会

協働のまちづくりを目指して

　市内を 10地区に分け、地区公民館などを会場に市政懇談会を開
催しました。（7月 4日～ 27日のうち 5日間）
　ご出席いただいた自治会長、公民館長の皆さまには、今後の市政
運営の参考となる貴重なご意見を多数いただき、大変ありがとうご
ざいました。

　平成26年7月から今年6月までの2年間、青年海外協力隊として、
東南アジアのラオスで主にコミュニティ開発の活動を行ってきた市
内羽田出身の落合翔平さんが帰国し、市長を訪問しました。
　落合さんは「この経験をベースとして、今後国際協力の分野に進
みたい」と話していました。

７/４
～27

ようこそ大田原へ

日本の文化を体験

国際協力機構（JICA）ボランティア事業
青年海外協力隊帰国表敬訪問

　大田原市の友好親善都市である岡山県井原市か
ら、山崎さん（写真左）、國府さん（写真右）の２名
の職員がいらっしゃいました。
　お二人は大田原市職員としての業務のほか、与
一まつりにも参加してくださいました。

　本市と姉妹都市であるアメリカ合衆国のウエ
ストコビナ市は、隔年で中学生の相互派遣を
行っています。今年度はウエストコビナ市から
８名の中学生が来市し、和菓子づくりや茶道体
験、座禅体験などを行いました。

平成 28 年度友好親善都市相互派遣研修

ウエストコビナ市交流事業

10/28７/28

おいしいごはんでおもてなし
竈（かまど）づくり講習会

　グリーン・ツーリズム（農村体験）で大田原を訪れた都会の人に、
大田原のおいしいお米をよりおいしく食べてもらうために、「大田
原かまどプロジェクト」が始動しました。
　筑波大学の原准教授の指導のもと、段ボールを使って簡単にでき
るかまどづくりの方法を学びました。
※平成 27年度グリーン・ツーリズム実績　約 3,000 名
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『広報おおたわら』に掲載された写真をご希望の方は情報政策課　　(23)8700 までご連絡ください。
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与一まつり楽しかったね～！

10/28８/５
６

　今年の与一まつりは、２日間とも見事な晴天！ とっ
ても暑い、そして熱いお祭りになったね☆
　２日目の与一公役を務めた Lapis（ラピス）さんも、

「二度とない貴重な経験をさせてもらった。暑さを忘
れてしまうくらい楽しかった。」って言ってくれて、
ボクもうれしかったな～！
　なんと、姉妹都市・アメリカ合衆国のウエストコビ
ナ市長も与一踊りに参加してくれたんだよ。（写真：
最下段右）
　会場に遊びに来て、お祭りを盛り上げてくれたみん
な、本当にありがとんがらし～！
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